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9
月
定
例
会
は
9
月
4
日
に
招
集
さ
れ
、
29
日
ま
で
26

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
町
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
お
よ

び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
を
は
じ
め
、
平
成
27
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
一
般
質
問
は
、
9
月
25
日
、
28
日
に
行
わ
れ
、
8
議
員
が

町
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。
 

　
26
年
度
歳
入
歳
出
の
決
算
を
求
め
る
議
案
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
、
9
月
9
日
か
ら
4
日
間
に
わ
た
り
、
収
納

状
況
や
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
、
今
後
の
町
政
に
生
か

す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
 

26
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
 

町
民
一
人
当
た
り
の
貯
金

約
11
万
5
千
円
・
借
金

約
1
1
4
万
円
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9月定例会 

実質単年度収支額は9千万円の赤字 
26年度一般会計決算 

実質単年度収支額は9千万円の赤字 
26年度一般会計決算 
さるびあドーム完成、駅周辺整備に着手など 

　議長、監査委員を除く全議員で構成する
決算審査特別委員会を開催しました。福崎
町議会で初めて、議場において委員会を開
きました。 

　
ま
ち
の
貯
金
で
あ
る
基
金
は
、
22
億

5
6
0
0
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
2
億

8
0
0
0
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
ま
ち
の
町
債
（
借
金
）
は
2
 

2
3
億
1
9
0
0
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
9
億
9
9
0
0
万
円
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
町
民
一
人
当
た
り
の
町
債
（
借

金
）
の
額
は
約
1
1
4
万
円
と
な
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
返
済
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
26
年
度
一
般
会
計
の
実
質
単
年
度
収

支
額
は
8
9
9
8
万
8
4
3
4
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
な
要
因

は
公
共
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
と
公
債

費
（
借
入
金
）
元
金
の
増
な
ど
で
す
。
 

豆 識 知 実質単年度収支とは 

　一般会計の実質収支額から前年度繰越金と財政
調整基金取り崩し額を差引き、財政調整基金積立
額を足した金額が実質単年度収支額となります。 

基金（貯金）の残高 （単位：百万円） 

 

基　　金　　残　　高   

一人当たり基金残高（円） 

平成24年度 

2,210   

 113,084 

平成25年度 

2,536    

129,905 

平成26年度 

2,256    

115,055 

町債（借金）の残高 （単位：百万円） 

 

一　　般　　会　　計 

下　水　道　会　計 

水　　道　　会　　計 

合　　　　計    

一人当たり地方債残高（円） 

平成24年度 

9,472  

11,561  

167  

21,200    

1,084,787 

平成25年度 

9,632  

11,513  

175  

21,320    

1,092,101 

平成26年度 

10,263  

11,403  

653  

22,319    

1,138,260 
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議
員
　
25
年
度
決
算
と
比
較

す
る
と
不
納
欠
損
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

何
か
。
 

税
務
課
長
　
過
去
に
処
理
す

べ
き
だ
っ
た
不
納
欠
損
を
処

理
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、

導
入
し
た
滞
納
管
理
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
、
法
律
ど
お
り

の
適
正
な
不
納
欠
損
処
理
を

行
い
ま
し
た
。
 

議
員
　
収
入
未
済
額
が
減
っ

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
 

税
務
課
長
　
徴
収
努
力
に
よ

り
徴
収
率
が
向
上
し
た
こ
と

に
加
え
、
不
納
欠
損
処
理
を

進
め
た
た
め
、
収
入
未
済
額

が
減
少
し
ま
し
た
。
 

議
員
　
差
押
件
数
は
年
間
い

く
ら
か
。
 

税
務
課
長
　
不
動
産
差
押
は

18
件
、
参
加
差
押
は
4
件
、

動
産
（
自
動
車
）
差
押
は
3

件
、
債
権
差
押
は
3
件
で
す
。
 

議
員
　
土
木
費
の
国
庫
補
助

金
が
予
算
と
比
べ
大
き
く
減

額
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
何
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
福
崎
駅

周
辺
整
備
事
業
の
道
路
事
業

分
の
補
助
金
が
減
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

議
員
　
資
源
ご
み
売
却
金
が

4
0
7
万
8
3
9
0
円
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
何

か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
古
紙
類
が

2
3
0
万
円
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ

ー
パ
ー
が
83
万
8
千
円
、
空

き
缶
関
係
は
91
万
円
で
す
。
 

議
員
　
民
生
費
全
体
を
み
る

と
、
補
正
予
算
で
大
き
く
減

額
補
正
を
し
た
上
に
、
さ
ら

に
不
用
額
が
出
て
い
る
。
こ

の
理
由
は
何
か
。
住
民
の
い

の
ち
、
く
ら
し
を
守
ろ
う
と

せ
っ
か
く
組
ん
だ
予
算
だ
。

住
民
の
福
祉
の
た
め
に
力
い

っ
ぱ
い
使
っ
て
ほ
し
い
。
 

会
計
管
理
者
　
実
績
見
込
み

に
よ
り
、
臨
時
福
祉
給
付
金
、

国
保
会
計
へ
の
繰
出
金
、
介

護
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
減

額
し
て
い
ま
す
。
 

議
員
　
一
般
会
計
で
1
億
7

千
万
円
を
借
り
入
れ
て
、
水

道
会
計
へ
繰
り
出
し
て
い
る

が
、
い
き
さ
つ
は
ど
う
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
出
資
金
と

し
て
山
崎
配
水
池
と
福
田
水

源
地
の
高
度
処
理
の
た
め
に

支
出
し
ま
し
た
。
工
事
費
の

1/3
を
国
庫
補
助
、
1/3
を
町
が

出
資
す
る
と
い
う
公
営
企
業

へ
の
繰
出
基
準
に
基
づ
く
も

の
で
す
。
 

議
員
　
水
道
会
計
の
計
算
方

式
が
変
更
に
な
り
、
給
水
原

価
が
1
1
6
円
98
銭
と
大
き

く
上
が
っ
て
い
る
。
従
来
の

方
式
で
計
算
す
る
と
い
く
ら

に
な
る
か
。
比
較
で
き
る
よ

う
従
来
方
式
で
の
額
も
併
記

す
べ
き
で
な
い
か
。
 

上
下
水
道
課
長
　
従
来
方
式

で
の
給
水
原
価
は
1
0
3
円

85
銭
で
す
。
次
年
度
か
ら
併

記
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。
 

監査委員の意見（要旨） 

　審査に付された各会計歳入歳出の計数は適正妥当 
であり、事務処理は、おおむね良好であると認めま 
した。 
　本町は、平成26年度を初年度とする第5次総合計 
画を策定しました。まちの将来像「活力にあふれ、 
風格のある、住みよいまち」づくりを定め行財政運営に取り組み、平成26年度においても具
体的な施策展開が図られました。 
　わが国を取り巻く環境は、経済では、「景気は、緩やかな回復基調が続いている」とされ、
本町においても町税収入にその効果が表れているとしています。しかし、人口構造の高齢化、
少子化の進展により社会保障費の増加、福崎駅周辺整備事業などの社会基盤整備事業などを
抱える本町としては、強固な財政基盤を実現・維持することが、重要な課題であると思われ
ます。 
　こうした現状を踏まえ、総合計画に定める「計画的・効率的な行政運営」「安定的・効率
的な財政運営」の実現に向け、これまで以上に、経済性（より安く）、効率性（より多く）、
効果性（より効果のある）の視点を基本に、費用対効果や将来負担の視点を持った適正な財
政運営を行い、限られた資源を効果的に事業配分し、質の高い行政サービスを町民に提供で
きるよう、全庁一丸となって取り組まれることを強く要望します。 

〈監査委員〉高寄 辰則 
宮内 富夫 

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
 福田水源地 
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27
年
度
 

 

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
 

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

4
6
6
0
万
円
を
追
加
し
て
総
額
96
億

9
8
6
0
万
円
と
し
ま
し
た
。
補
正
の
主
な
も

の
は
電
算
シ
ス
テ
ム
整
備
業
務
委
託
料
や
産
業

活
性
化
緊
急
支
援
事
業
補
助
金
な
ど
で
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

●電算システム業務委託料 

●町ＰＲ番組制作委託料 

●税還付金・税外還付金 

●介護保険事業特別会計繰出金 

●産業活性化緊急支援事業補助金 

1410万円 

100万円 

1700万円 

▲583万円 

280万円 

（▲は減額補正です） 

9月定例会 

補正予算の主な内容 

　わが国において、350万人以上いると推定されているウイルス性肝炎患者については、
感染拡大における国の法的責任が明確になっている。 
　国が肝炎患者に対して実施している医療費助成は、Ｂ型・Ｃ型肝炎の根治を目的としたイ
ンターフェロン治療とＢ型肝炎の核酸アナログ製剤治療に限定されているため、医療費助成
の対象から外れている患者が相当数にのぼる。 
　よって、本議会は、次の事項を強く要望する。 

１　ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を
　創設すること 
２　身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者
　手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に応じた認定
　制度にすること 

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣 

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（抜粋） 

第4条 議員の政治倫理基準（抜粋） 

ウイルス性肝炎患者に対する 
医療費助成の拡充を求める 
意見書を可決 

　議員から提出のあった請願を採択し、委員会提出議
案として１件の意見書を審査し、可決しました。可決
した意見書は、国会及び関係行政機関に送付しました。 

福崎町議会議員政治倫理条例を可決 
　第463回定例会において、委員会提案により福崎町
議会議員政治倫理条例を提出し、全会一致で可決しま
した。 
　政治倫理条例の制定目的は、議員がその権限や地位
による影響力を不正に使い、自己や特定の人の利益を
図ることがないよう必要な措置を講じることにより、
町政に対する町民の信頼を確保し、公正で開かれた民
主的な町政の発展に寄与するものです。 

・議員の品位と名誉を損なう一切の不正行為を禁止し、
また、不正を疑われる行為をしないこと。 
・地位を利用した金品を授受しないこと。 
・町が行う許認可等の処分や公共工事などの契約に関
し、議員による口利きなどによって特定の個人、企
業、団体等が有利又は不利になるような働きかけを
しないこと。 
・町職員の採用等の人事について働きかけないこと。 

条　例　の　ポ　イ　ン　ト 

議員が遵守しなければいけないことを 
定めています。 
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議
員
　
総
会
に
は
ど
の
よ
う

な
資
料
を
提
出
し
た
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
本
日
添
付

し
て
お
り
ま
す
こ
の
形
の
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

議
員
　
残
高
試
算
表
で
は
総

会
に
提
出
す
る
計
算
書
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
（
会
社
法
438
条
）
 

地
域
振
興
課
長
　
表
題
は
残

高
試
算
表
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
に
貸
借
対
照
表

と
損
益
計
算
書
を
記
載
し
て

い
ま
す
。
問
題
な
い
と
判
断

し
て
い
ま
す
。
 

議
員
　
必
要
項
目
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
か
ら
そ
れ
で
よ
い

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
 

地
域
振
興
課
長
　
ご
指
摘
の

点
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に

相
談
し
な
が
ら
次
年
度
に
向

け
て
調
整
し
ま
す
。
 

議
員
　
従
業
員
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
待
遇
改
善
に
取
り

組
ん
だ
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
長
年
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
た
昇
給
や
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
 

議
員
　
発
注
に
関
す
る
改
善

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

た
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
外
注
商
品

は
在
庫
管
理
を
適
正
に
行
い
、

ロ
ス
を
な
く
す
よ
う
に
努
力

し
ま
し
た
。
麺
に
つ
い
て
は

注
文
に
応
じ
て
作
る
よ
う
徹

底
い
た
し
ま
し
た
。
 

議
員
　
25
期
は
精
麦
が
不
足

し
た
が
、
26
期
は
不
足
し
な

か
っ
た
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
26
期
に
つ

い
て
は
、
約
45
ｔ
の
麦
が
収

穫
さ
れ
ま
し
た
。
若
干
セ
ー

ブ
し
な
が
ら
販
売
し
ま
し
た
。
 

 

教
育
委
員
に
 

 
 
石
川

治
氏
を
同
意
 

第
26
期
㈱
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
の
決
算
内
容
を
報
告
 

　福崎町では、効率的で効果的な橋梁の

管理を目指して2m以上の町道橋梁につ

いて「福崎町橋梁長寿命化修繕計画」を

策定しています。この計画に基づき、昨

年度補修設計を行った香福橋の橋梁補修

工事を実施します。 

第26期㈱もちむぎ食品センター決算状況 
（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

売上高 
売上総利益 
営業利益 
経常利益 
 

154,640,707円 
53,259,144円 
2,280,396円 
6,192,577円 

教育委員とは？ 

　首長が議会の同意を得て任命します。
教育長以外は非常勤で、任期は４年です。
月１～２回の定例会などで教育行政の重
要事項や基本方針を合議制で決定します。 

�������
�������
QQQQQQQ
QQQQQQQ
�������
�������

　香福橋橋梁補修工事の請負契約が可決され

ました。これにより、香福橋の長寿命化が進

められることになります。 

契 約 金 額　　9212万4千円 

工　　　　期　　平成28年3月25日まで 

入 札 方 法　　一般競争入札 

契約の相手方　　美樹工業㈱ 

　住　所　福崎町福崎新 
　任　期　平成27年10月1日から4年間 

メモ 
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9月定例会 

第463回定例会提出議案と審議結果 

●定例会における出席状況● 

第26期 株式会社もちむぎ食品センター決算報告 
平成26年度 健全化判断比率及び資金不足比率の報告 
議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 
議会の委任による専決処分の報告（川端雨水幹線工事（第2工区）） 
議会の委任による専決処分の報告（福崎工業団地下水道面整備工事（第1工区）） 
教育委員会委員の任命 
平成26年度 福崎町一般会計歳入歳出決算認定 
平成26年度 福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 
平成26年度 福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定 
平成26年度 福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 
平成26年度 福崎町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 
平成26年度 福崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 
平成26年度 福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定 
平成26年度 福崎町工業用水道事業会計歳入歳出決算認定 
平成26年度 福崎町水道事業剰余金処分 
福崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例 
福崎町手数料条例の一部を改正する条例 
平成27年度 福崎町一般会計補正予算（第2号） 
平成27年度 福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 
平成27年度 福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 
平成27年度 福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 
工事請負契約（香福橋橋梁補修工事） 
福崎町政治倫理条例の制定 
福崎町議会会議規則の一部を改正する規則 
 
 

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書 

審議結果 
 
 
 
 
 

賛成全員 同意 
賛成全員 認定 
賛成全員 認定 
賛成全員 認定 
賛成全員 認定 
賛成全員 認定 
賛成全員 認定 
賛成全員 認定 
賛成全員 認定 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 
賛成全員 可決 

賛成全員 採択  

賛成全員 可決 

議案等番号 件　　　　　　名 

本会議1日目（9月4日） 
本会議2日目（9月8日） 
決算審査特別委員会1日目（9月9日） 
決算審査特別委員会2日目（9月10日） 
決算審査特別委員会3日目（9月11日） 
決算審査特別委員会4日目（9月14日） 
総務文教常任委員会（9月15日） 
民生まちづくり常任委員会（9月16日） 
福崎駅周辺整備対策特別委員会（9月17日） 
本会議3日目（9月25日） 
本会議4日目（9月28日） 
本会議5日目（9月29日） 

注1　「〇」は出席、「欠」は欠席です。 
注2　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の委員は出席の必要はありません。 
注3　難波議長は、総務文教常任委員会以外の委員会には議長として出席します。 

○ 
○ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
欠 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

難
波
靖
通
 

高
井
國
年
 

釜
坂
道
弘
 

冨
田
昭
市
 

小
林
　
博
 

石
野
光
市
 

木
村
い
づ
み
 

北
山
孝
彦
 

城
谷
英
之
 

松
岡
秀
人
 

志
水
正
幸
 

牛
尾
雅
一
 

宮
内
富
夫
 

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議席番号・議員名 

会 議 名  

「報告」は質疑を行い 

　ますが、討論・採決 

　はありません。 

「ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度の創設と身体障害者福祉法上 
の肝疾患に係る障害認定の基準緩和を求める意見書」の提出を求める請願 

出
欠
の
状
況
 

 

報告第10号 

報告第11号 

報告第12号 

報告第13号 

報告第14号 

議案第55号 

議案第56号 

議案第57号 

議案第58号 

議案第59号 

議案第60号 

議案第61号 

議案第62号 

議案第63号 

議案第64号 

議案第65号 

議案第66号 

議案第67号 

議案第68号 

議案第69号 

議案第70号 

議案第71号 

発議第 3 号 

発議第 4 号 

請願第 2 号  

意見書案第2号 
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ふるさと納税記念品充実へ 

総務文教常任委員会  

田原小学校体育館 
建設工事順調に進む 

田原小学校体育館 
建設工事順調に進む 

田原小学校体育館 
建設工事順調に進む 

委
員
長
　
志
水
　
正
幸
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
牛
尾
　
雅
一
 

委
　
　
員
　
釜
坂
　
道
弘
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
難
波
 
靖
通
 

　田原小学校体育館建設工事の施工業者は、

立建設㈱です。8月14日現在の進捗率は28

％で工事が順調に進んでいます。 

工事請負　立建設㈱　　　　3億6612万円 

工事監理　㈱村上建築設計室　　 203万円 

　ふるさと納税（福崎ふるさと応援寄附金） 

を行われた方に、記念品を贈呈していますが、

今年度から福崎産のお米やもちむぎ麺セッ

トを記念品に追加するなど普及拡大に努め

ています。 

申込状況（4月1日～7月15日） 

43件　520,386円 

柳田國男検定中級編を実施 

　第36回山桃忌が8月1日、2日に開催され

ました。民俗学の父・柳田國男について、

さらに知識を深めていただくために、柳田

國男検定が実施されました。この検定は昨

年度から実施され、今年度は初級編と中級

編に分けて行われました。町内外から多く

の方が受験されました。 

学生 
38 
35 
10 
25 
 
 
学生 
14 
15 
0 
15

【初級編】　 
 

申　込 
受　験 
合　格 
不合格 
 

【中級編】　 
 

申　込 
受　験 
合　格 
不合格 

一般 
22 
17 
16 
1 
 
 
一般 
38 
34 
22 
12

合計 
60 
52 
26 
26 
 
 
合計 
52 
49 
22 
27

●閉会中における委員会出席状況● 

総務文教常任委員会（10月26日） 

注1　「〇」は出席です。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

志
水
正
幸
 

石
野
光
市
 

牛
尾
雅
一
 

釜
坂
道
弘
 

冨
田
昭
市
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  
会 議 名  

豆 識 知 平成27年度ふるさと納税改正のポイント 

◎個人住民税の特例控除額が拡充されました 
　ふるさと納税における特例控除の上限が個人住
民税所得割額の１割から２割に拡充されました。 
 
◎申告の手続きが簡単になりました 
　ふるさと納税を行う際にあらかじめ申請するこ
とで確定申告が不要になる「ふるさと納税ワンス
トップ特例制度」が、平成27年の4月から始ま
りました。 

（人） 

（人） 

（10月19日撮影） 
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民生まちづくり常任委員会  

春日井市 
生駒市 

委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

副
委
員
長
　
木
村
い
づ
み
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
宮
内
　
富
夫
 

高岡・福田地区 
ほ場整備にむけて準備を進めています 

　8月25日の委員会において、農林振興課

から高岡・福田地区ほ場整備調査設計業務の

進捗状況について報告がありました。今回の

調査対象は51haで施設設計、概算工事費積

算、図面の作成などを行います。 

県民緑税を活用し、事業を進めています 

●閉会中における委員会出席状況● 

民生まちづくり常任委員会（10月28日） 

注1　「〇」は出席です。 
注2　難波議長は、議長として出席しています。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

城
谷
英
之
 

木
村
い
づ
み
 

北
山
孝
彦
 

小
林
　
博
 

高
井
國
年
 

松
岡
秀
人
 

宮
内
富
夫
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  
会 議 名  

　田口地区、亀坪地区において野生動物育成林事業が

進んでいます。27年度は田口地区においてバッファ

ーゾーンを設置し、亀坪地区においては、バッファー

ゾーンを設置するための準備として測量調査をはじめ

ます。亀坪地区は28年度にバッファーゾーンを設置

します。 

　また、南大貫地区では、里山防災林整備が進んでい

ます。27年度は調査を行い、28年度に森林を整備し、

災害に強い森づくりを行います。 

　8月25日の委員会において、地域振興課から

第2回福咲婚を開催するとの報告を受けました。 

■日　　時　9月6日（日） 

■会　　場　文化センター・野外活動センター 

■参加資格　25歳～40歳までの独身男女 

■このイベントでは男性18人、女性18人の参

加がありました 

委員会での意見 

委員　イベントをただ実施するのではなく、

アンケートを実施し、どこが良かっ

たのか、どこが悪かったのか聞いて

ほしい。次回実施するときには、多

くのカップルが誕生するような努力

を。 

若者の結婚に向けた活動（婚活）を応援します 高岡・福田地区 
ほ場整備にむけて準備を進めています 

野生動物育成林事業 

里山防災林整備事業 
緊急防災林整備事業 

田 口 地 区  
亀 坪 地 区 
南大貫地区 
山 崎 地 区 

㈱西村風晃園 
兵庫みどり公社 
㈱総合計画機構 
㈱Jinコンストラクション 

983万円 
557万円 
529万円 
597万円 

対象地区 請負業者 請負額 

豆 識 知 バッファーゾーンとは 

　人と野生動物とを隔てる緩衝地帯の

こと。 

　野生動物による農作物被害が生じて

いる地域で、里山と農地等の境界沿い

に約50ｍの幅で不要木等を伐採して

つくる見通しの良い地帯。 

キタイ設計㈱ 

西日本支社 
1512万円 

請負額 進捗率 請負業者 

15% 

（8月14日現在） 

ふくさきこん 
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一般質問  

問
　
平
成
17
年
に
橋
本
省
三

氏
を
副
町
長
に
指
名
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
部
分
を
評
価

さ
れ
て
の
こ
と
か
。
 

町
長
　
私
に
能
力
が
な
い
と

こ
ろ
を
補
っ
て
い
た
だ
き
、

処
理
す
べ
き
法
律
・
条
例
も

極
め
て
多
い
の
で
、
こ
う
し

た
事
柄
に
精
通
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
す
。
町
行
政
を
進
め

て
い
く
上
で
、
財
政
事
情
に

詳
し
い
人
で
な
い
と
な
か
な

か
難
し
く
、
財
政
的
に
非
常

に
有
能
な
方
、
職
員
を
統
率

し
、
信
頼
を
得
て
い
る
方
を

選
任
し
ま
し
た
。
 

問
　
次
期
町
長
に
求
め
る
資

質
・
人
物
像
は
。
 

町
長
　
参
画
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
継
承
し
、
足
り
な

い
と
こ
ろ
は
、
補
っ
て
、
発

展
さ
せ
て
い
く
姿
勢
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
、
公
正
・
明

朗
な
方
、
え
こ
ひ
い
き
を
せ

ず
、
全
て
の
方
に
等
し
く
接

す
る
誠
実
な
方
で
あ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

問
　
消
防
団
の
報
酬
は
県
内

で
は
何
番
目
か
。
ま
た
、
報

酬
の
見
直
し
は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
県
内
で
37

番
目（
41
団
中
）で
す
。
消
防

費
全
体
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
 

問
　
以
前
、
春
日
城
を
建
て

て
ほ
し
い
と
質
問
し
た
。
町
 

長
が「
是
非
や
り
ま
し
ょ
う
」
 

と
言
わ
れ
た
が
、
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
 

町
長
　
地
元
の
皆
さ
ん
が
望

ま
れ
、
春
日
山
キ
ャ
ン
プ
場

に
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
な

ら
、
検
討
、
努
力
は
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

問
　
伝
統
あ
る
屋
台
の
写
真

を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
十
分
検
討

し
ま
す
。
 

後
継
者
に
橋
本
前
副
町
長
を
指
名
す
る
理
由
は
 

　
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
方
で
す
 

城 谷 英 之  

二之宮神社へ向かう屋台（昭和初期） 

「一般質問」は、公の場である
議会で、議案に関係なく町長の
考え方や町政をただす大切な場
です。 



10

3月定例会 3月定例会 一般質問  

ふくさき議会だより　第136号 

問
　
近
年
地
球
温
暖
化
の
影

響
か
雑
草
の
生
育
が
早
く
、
 

町
（
業
者
の
方
）
に
よ
る
一
、

二
級
町
道
の
草
刈
り
は
年
一

回
で
な
く
二
回
に
出
来
な
い

か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
財
政
的

な
面
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
草
刈
り
は
道
路
・
歩
道

の
端
か
ら
1
ｍ
幅
を
実
施
の

た
め
、
残
っ
た
所
は
農
家
の

方
が
善
意
で
刈
っ
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
が
、
小
石
が
飛
ん

で
車
の
ガ
ラ
ス
を
傷
つ
け
て

損
害
が
発
生
し
て
い
る
。
全

部
刈
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
通
行
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
草
刈
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
 

問
　
町
道
東
大
貫
〜
溝
口
線

は
八
千
種
小
・
田
原
小
、
東

中
学
校
の
通
学
路
だ
。
安
全

な
通
学
の
た
め
速
度
規
制
を

現
行
の
50
㎞
か
ら
40
㎞
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
地
域
か
ら

の
要
望
と
、
沿
線
の
関
係
集

落
の
合
意
に
よ
り
変
更
は
出

来
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
 

問
　
大
き
な
人
身
事
故
が
多

発
し
て
い
る
南
大
貫
バ
ス
停

南
の
交
差
点
に
早
期
の
信
号

機
設
置
を
求
め
る
。
 

住
民
生
活
課
長
　
県
の
公
安

委
員
会
に
申
し
入
れ
を
し
て

い
ま
す
。
 

問
　
川
端
雨
水
幹
線
の
完
成

で
7
月
17
日
の
台
風
時
の
豪

雨
の
際
、
山
崎
・
福
田
・
駅

前
の
排
水
状
況
の
変
化
は
。
 

上
下
水
道
課
長
　
川
端
雨
水

幹
線
整
備
に
よ
る
効
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
 

問
　
福
田
・
駅
前
地
域
の
さ

ら
な
る
洪
水
対
策
は
。
 

上
下
水
道
課
長
　
福
田
大
歳

神
社
か
ら
下
流
の
直
谷
川
拡

幅
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
 

一
、
二
級
町
道
の
草
刈
り
を
年
二
回
に
 

　
予
算
と
の
関
連
が
あ
り
ま
す
が
検
討
し
ま
す
 

牛 尾 雅 一  

高校生も医療費を無料に 

問
　
8
月
か
ら
介
護
保
険
制

度
が
改
正
さ
れ
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
時
の
利
用
者

負
担
額
は
、
一
定
の
所
得
が

あ
れ
ば
2
割
負
担
に
な
り
、

介
護
保
険
料
も
介
護
受
給
者

の
増
加
で
基
準
額
が
、
5
2
 

4
0
円
に
高
く
な
っ
た
。
こ

れ
以
上
に
負
担
額
が
高
く
な

る
と
介
護
が
必
要
な
人
で
も

介
護
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。

低
所
得
者
へ
の
対
策
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
、
訪
問
介

護
や
通
所
サ
ー
ビ
ス
等
の
負

担
金
の
2
分
の
1
を
助
成
し
、

負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
災
害
や
失
業
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
で
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
減
免
や
納
付
猶

予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

問
　
国
も
施
設
介
護
か
ら
在

宅
介
護
を
充
実
さ
せ
る
方
針

で
あ
る
。
家
族
の
方
が
頑
張

っ
て
介
護
を
さ
れ
て
い
る
時

に
、
病
気
等
で
一
時
的
に
介

護
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

を
実
施
す
べ
き
で
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
小
規
模
多
機

能
施
設
等
で
対
応
が
可
能
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
看
護
師
や
ヘ
ル
パ
ー
が

定
期
的
に
訪
問
し
た
り
、
随

時
に
コ
ー
ル
し
て
、
看
護
や

介
護
を
受
け
る
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
事
業
を
早

く
実
施
す
べ
き
で
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
平
成
29
年

3
月
に
実
施
予
定
で
す
。
 

問
　
他
市
町
に
先
駆
け
て
中

学
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料

に
し
て
い
る
。
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
対
象
を
高
校
生

ま
で
拡
大
で
き
な
い
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
国
の
医
療

費
助
成
制
度
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
 

人
口
減
少
対
策
で
高
校
生
ま
で
医
療
費
を
無
料
に
 

 
国
の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
し
ま
す
 

志 水 正 幸  

刈り残された雑草 
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一般質問  

問
　
近
年
大
雨
の
際
に
市
川

の
水
位
が
香
福
橋
よ
り
北
側

で
上
昇
し
、
避
難
準
備
情
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
宮
城

県
の
渋
井
川
は
支
流
だ
が
、

本
流
の
河
川
の
水
位
が
上
が

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
バ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
で
堤
防
決

壊
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
 

　
町
内
で
の
七
種
川
の
水
位

上
昇
の
経
験
も
あ
り
、
八
反

田
隣
接
の
市
川
河
川
内
の
雑

木
繁
茂
が
水
流
の
速
度
を
低

下
さ
せ
、
水
位
の
上
昇
を
助

長
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

　
雑
木
の
撤
去
に
は
以
前
取

り
組
み
の
実
績
が
あ
り
、
ぜ

ひ
早
急
に
対
応
を
望
む
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
27
年
度

は
予
定
箇
所
が
決
ま
っ
て
お

り
、
28
年
度
以
降
に
取
り
組

め
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
農
地
へ
の
有
害
鳥
獣
対

策
と
し
て
の
防
護
柵
を
農
家

が
設
置
し
た
場
合
の
補
助
に

つ
い
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
 

農
林
振
興
課
長
　
営
農
等
の

大
規
模
な
農
地
へ
の
柵
設
置

に
は
補
助
の
例
は
あ
り
ま
す

が
、
個
人
農
地
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
検
討
は
し
て
み
ま
す
。
 

問
　
学
童
保
育
園
の
運
営
に

つ
い
て
利
用
者
の
意
見
、
要

望
を
聞
い
て
反
映
す
る
取
り

組
み
は
ど
う
か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
保
護
者
か

ら
指
導
員
や
教
育
委
員
会
に

伝
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
検
討

し
ま
す
。
 

問
　
8
月
17
日
の
休
園
に
つ

い
て
、
開
設
を
望
む
声
を
聞

く
。
職
員
の
厚
生
・
処
遇
の

問
題
と
は
別
に
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
 

学
校
教
育
課
長
　
来
年
度
の

運
営
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
メ
ー
ル
等
で
の
連
絡
は
。
 

学
校
教
育
課
長
　
現
行
の
掲

示
す
る
方
法
を
続
け
ま
す
。
 

市
川
河
川
内
の
雑
木
撤
去
を
 

 
28
年
度
以
降
に
順
次
進
め
ら
れ
る
よ
う
図
り
ま
す
 

石 野 光 市  

市川河川内の雑木林 

問
　
施
設
の
耐
震
化
、
長
寿

命
化
、
駅
前
周
辺
整
備
等
で

町
債
の
発
行
（
借
金
）
が
増

加
し
て
い
る
。
町
の
発
展
の

た
め
、
ま
た
世
代
間
の
公
平

性
を
考
え
る
と
仕
方
な
い
が
、

将
来
負
担
比
率
は
昨
年
度
よ

り
31.9
％
悪
化
し
て
い
る
。
県

内
の
市
町
と
比
べ
て
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
早
期
健
全

化
基
準
の
3
5
0
％
は
下
回

っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
市
町

と
比
べ
る
と
平
成
26
年
度
の

速
報
値
の
公
表
は
ま
だ
で
す

が
、
最
下
位
の
グ
ル
ー
プ
に

入
る
と
思
い
ま
す
。
 

問
　
高
齢
化
、
人
口
減
少
が

進
む
中
で
、
次
世
代
に
負
の

遺
産
を
残
さ
な
い
か
心
配
だ
。

財
政
見
通
し
は
ど
う
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
今
後
、
公

共
下
水
道
事
業
へ
の
操
出
金

の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
町
の

重
要
課
題
で
あ
る
福
崎
駅
周

辺
整
備
の
進
展
に
よ
り
財
政

状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
り

ま
す
。
交
付
税
算
入
の
あ
る

有
利
な
地
方
債
を
活
用
す
る

な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。
 

問
　
町
特
産
品
も
ち
麦
の
品

種
は
米
澤
2
号
を
作
付
し
て

い
る
が
、
倒
伏
し
や
す
く
収

穫
作
業
も
困
難
で
収
穫
量
も

多
く
な
い
。
試
作
に
四
国
裸

が
作
付
さ
れ
て
い
る
。
米
澤

2
号
と
の
比
較
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
 

農
林
振
興
課
長
　
四
国
裸
は

米
澤
2
号
よ
り
栽
培
し
や
す

く
、
多
収
性
で
あ
る
と
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
加
工
性
な

ど
が
未
だ
試
作
段
階
で
す
。

2
〜
3
年
様
子
を
見
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

町
債
増
加
に
よ
る
将
来
負
担
比
率
の
悪
化
は
 

 
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
 

宮 内 富 夫  

もち麦試作田 
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問
　
認
知
症
の
高
齢
者
に
よ

る
「
徘
徊
」
「
行
方
不
明
」

は
、
年
間
一
万
人
時
代
が
来

た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

深
刻
化
し
て
い
る
。
当
町
に

お
い
て
、
行
方
不
明
者
が
出

た
場
合
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は

あ
る
の
か
。
 

総
務
課
長
　
あ
り
ま
す
。
 

問
　
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（
文

字
の
読
み
書
き
学
習
に
著
し

い
困
難
を
抱
え
る
障
害
）
の

方
へ
の
窓
口
対
応
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
代
筆
・
代

読
を
し
て
い
ま
す
。
 

問
　
今
年
の
夏
の
暑
さ
か
ら

来
年
度
小
・
中
学
校
の
普
通

教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
必

要
性
が
高
ま
っ
た
と
思
う
が
。
 

学
校
教
育
課
長
　
エ
ア
コ
ン

設
置
は
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
財
政
的
な
面
も
あ
り
、
 

設
置
の
時
期
も
考
慮
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校

に
お
い
て
は
、
長
寿
命
化
計

画
策
定
も
迫
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
 

問
　
ツ
ノ
っ
ち
ー
の
遊
具
と

フ
ェ
ン
ス
の
間
の
距
離
に
規

定
は
な
い
の
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
日
本
公
園

施
設
業
協
会
の
安
全
基
準
の

規
定
の
距
離
は
確
保
し
て
あ

り
ま
す
。
 

問
　
遊
具
横
の
ベ
ン
チ
の
上

に
、
日
陰
に
な
る
よ
う
に
、

屋
根
ま
た
は
藤
棚
が
必
要
と

思
う
が
。
 

社
会
教
育
課
長
　
要
望
も
た

く
さ
ん
あ
る
た
め
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
 

学
校
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
 

　
充
分
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
 

木 村 いづみ 

高齢者の健康づくり運動 

問
　
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

被
保
険
者
の
自
助
努
力
と
行

政
側
が
支
援
す
る
こ
と
で
自

立
し
て
日
常
生
活
が
で
き
、

健
康
寿
命
の
延
び
が
進
む
。

関
心
が
低
い
方
へ
の
推
進
に

も
つ
な
が
り
、
医
療
費
の
抑

制
に
も
効
果
が
あ
る
が
、
当

町
の
考
え
を
伺
う
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
現
在
、
保

健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
皆
様

の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
運
動
教
室

等
を
開
催
し
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。
 

問
　
災
害
時
の
避
難
勧
告
等

の
発
令
を
防
災
行
政
無
線
で

情
報
の
発
信
を
し
て
い
る
が
、

地
形
や
気
象
条
件
に
よ
っ
て

内
容
が
聞
き
取
り
に
く
い
な

ど
苦
情
が
あ
る
。
 

　
今
後
、
高
齢
者
や
放
送
の

聞
こ
え
に
く
い
人
に
優
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、
自
動
音

声
応
答
装
置
の
導
入
を
求
め

る
が
町
の
見
解
を
求
め
る
。
 

総
務
課
長
　
今
の
と
こ
ろ
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
の
応
答
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
 

問
　
選
挙
権
年
齢
を
18
歳
以

上
と
す
る
改
正
公
職
選
挙
法

が
成
立
し
た
。
町
内
の
該
当

す
る
年
齢
層
を
中
心
に
政
治

へ
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
行

政
の
取
組
み
を
伺
う
。
 

総
務
課
長
　
高
校
に
選
挙
制

度
の
出
前
講
座
を
呼
び
か
け

た
り
、
大
学
祭
で
の
広
報
を

検
討
し
ま
す
。
 

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

来
年
一
月
か
ら
運
用
が
開
始

さ
れ
る
。
登
録
さ
れ
た
住
民

の
個
人
情
報
等
の
保
護
な
ど

管
理
体
制
は
大
丈
夫
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
必
要
な
情

報
を
分
散
化
し
て
暗
号
化
さ

れ
ま
す
。
情
報
の
漏
え
い
に

は
充
分
気
を
つ
け
ま
す
。
 

 

健
康
寿
命
を
延
ば
し
楽
し
い
老
後
に
 

 
運
動
機
能
の
強
化
で
支
援
し
ま
す
 

冨 田 昭 市  

日陰のない公園ベンチ（さるびあドーム横） 
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一般質問  

問
　
七
種
山
の
幽
玄
さ
と
自

然
は
福
崎
町
の
宝
で
あ
る
。

訪
れ
る
人
も
増
え
て
い
る
。
 

登
山
道
・
つ
な
ぎ
岩
周
辺
の

安
全
対
策
、
歴
史
的
遺
物
や

名
所
の
保
存
活
用
、
森
林
や

渓
谷
に
親
し
め
る
環
境
整
備
、

町
有
地
の
活
用
等
は
。
 

地
域
振
興
課
長
　
安
全
対
策

を
検
討
し
ま
す
。
滋
岡
川
人
 

・
奥
山
池
等
の
表
示
看
板
整

備
、
渓
谷
整
備
・
町
有
地
の

活
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
福
祉
・
医
療
は
行
政
の

基
本
事
務
だ
。
広
域
化
・
民

営
化
等
は
心
配
し
て
い
る
。
 

町
長
　
新
自
由
主
義
と
全
体

主
義
が
結
合
さ
れ
た
流
れ
を

心
配
し
て
い
ま
す
。
福
祉
施

設
は
公
営
が
望
ま
し
い
。
 

問
　
後
期
高
齢
者
保
険
は
県

単
位
だ
が
都
市
部
で
医
療
費

が
高
く
保
険
料
は
一
律
、
自

治
体
の
健
康
へ
の
努
力
を
無

視
す
る
も
の
。
更
に
国
保
の

県
営
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る

の
は
心
配
だ
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
自
治
体
の

取
組
み
を
反
映
し
て
ほ
し
い
。
 

問
　
防
犯
灯
の
L
E
D
化
の

計
画
的
整
備
を
求
め
る
。
 

住
民
生
活
課
長
　
国
の
補
助

も
見
な
が
ら
考
え
ま
す
。
 

問
　
都
市
計
画
道
路
見
直
し

後
の
代
替
の
具
体
化
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
 

問
　
「
く
れ
さ
か
」
の
議
員

に
な
っ
た
。
広
域
行
政
で
は

自
治
体
間
の
対
等
平
等
が
必

要
と
改
め
て
強
調
し
た
い
。

平
成
33
年
度
以
後
は
。
 

町
長
　
対
等
で
広
域
行
政
は

進
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
 

住
民
生
活
課
長
　
33
年
度
以

後
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

 

「
福
祉
は
行
政
の
基
本
的
な
仕
事
」
の
認
識
を
 

 
行
政
の
責
任
を
果
た
す
事
務
で
す
 

小 林 　 博  

　平成27年6月30日に福崎工業団地・企業団地の

企業及び従業員を対象に福崎駅周辺整備事業に関す

るアンケート調査を実施したとの報告を受けました。 

順調に進む福崎駅周辺整備 順調に進む福崎駅周辺整備 順調に進む福崎駅周辺整備 
9月17日に委員会を開催し、福崎駅周辺整備室から次のような報告がありました。 

 

駅 南 幹 線 

甘地福崎線 

駅 前 広 場 

合　　　計 

契約済 

10 筆 

11 筆 

　6 　筆 

27/57筆 

取得完了  

1筆 

1筆 

0 

2/57筆 

 

120㎡ 

179㎡ 

0 

299/7312㎡ 

予算執行状況（千円） 

交付金　359,148 

町単独　　88,130 

公　社　135,942 

合　計　583,220

9月14日現在では、57筆中、 

27筆の契約が完了しています。 

進捗率は47％です。 

福崎駅周辺整備事業に関する 
アンケートを実施 

■駅を不便に感じている事柄 

[町内居住者・町外居住者とも] 

1位　道幅が狭い 

2位　駐車場が少ない 

3位　送迎待機場所が少ない 

■駅前に誘致してほしい施設 

[町内居住者・町外居住者とも] 

1位　コンビニ 

2位　スーパー 

3位　居酒屋 

アンケート結果（抜粋） ＪＲ福崎駅周辺について 

アンケート結果を踏ま

え、兵庫県交通政策課、

神姫バス、福崎工業団

地協議会等と協議を進

めていきます。 

医療保険の県営化は都市部に有利 

後期高齢者医療一人当たり給付状況（Ｈ26） 

兵庫県後期高齢者医療広域連合からの参考資料 

兵庫県広域連合　 9 1 万 5 9 9 1 円（平均） 

基本的に保険料は同じ額です。 

 
Ａ 市  
Ｂ 市  
Ｃ 市  
Ｄ 市  
Ｅ 町  
Ｆ 市  
Ｇ 町  
福 崎 町 
Ｈ 町  
Ｉ 町  
Ｊ 町  
Ｋ 市  

 
1 0 2 万 6 3 7 4 円  
9 6 万 9 7 1 4 円  
9 5 万 6 4 8 7 円  
9 5 万 6 0 1 0 円  
9 5 万 3 8 4 8 円  
9 4 万 8 9 0 4 円  
7 7 万 5 0 4 6 円  
7 6万 4 0 5 9円  
7 5 万 9 5 1 2 円  
7 2 万 8 3 1 5 円  
6 8 万 7 3 3 3 円  
6 5 万 8 5 3 6 円  

金　　額  自 治 体  順位 
1  
2  
3  
4  
5  
6  
3 6  
37 
3 8  
3 9  
4 0  
4 1

上
位
6
自
治
体
 

下
位
6
自
治
体
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奥
山
に
　
紅
葉
踏
み
分
け
　
鳴
く
鹿
の
 

　
声
聞
く
時
ぞ
　
秋
は
悲
し
き
 

 　
こ
の
歌
で
は
、「
鹿
は
奥
山
」
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
鹿
や
猪
は

元
来
奥
山
で
生
息
し
、
人
と
棲

み
分
け
を
し
て
き
ま
し
た
。
　

　
今
、
私
た
ち
の
周
り
で
は
鹿

や
猪
は
奥
山
で
は
な
く
、
里
山

や
里
ま
で
下
り
て
き
て
、
農
作

物
を
食
い
荒
ら
し
、
住
民
に
危

害
を
加
え
る
ま
で
深
刻
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

人
が
、
炭
焼
き
を
し
な
く
な
っ

た
り
、
き
の
こ
狩
り
や
山
菜
摘

み
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
里

山
に
人
が
行
か
な
く
な
り
荒
れ

た
の
が
原
因
で
す
。
そ
の
結
果
、

里
山
は
動
物
の
生
息
地
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
里
山
に
人

が
手
を
加
え
な
け
れ
ば
、
森
林

動
物
と
の
共
生
が
で
き
ず
、
良

好
な
自
然
環
境
が
保
た
れ
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

（
宮
内

富
夫
）
 

編
集
後
記
 

15日（火）臨時議会 
28日（月）本会議（議案上程） 

12日（火）本会議（質疑） 
13日（水）総務文教常任委員会 
14日（木）民生まちづくり常任委員会 
15日（金）福崎駅周辺整備対策特別委員会 
20日（水）本会議（一般質問） 
21日（木）本会議（一般質問） 
22日（金）本会議（討論・採決） 

※この日程については予定であり、変更となる場合があります。 

●閉会中における委員会出席状況● 

議会広報常任委員会（9月29日） 
議会広報常任委員会（10月6日） 
議会広報常任委員会（10月19日） 
議会広報常任委員会（10月27日） 
議会広報常任委員会（10月28日） 

注　「〇」は出席、「欠」は欠席、難波議長は、議長として出席しています。 

○ 
欠 
○ 
○ 
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尾
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秀
人
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野
光
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木
村
い
づ
み
 

宮
内
富
夫
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  
会 議 名  

議会運営委員会（10月1日） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

釜
坂
道
弘
 

北
山
孝
彦
 

小
林
　
博
 

志
水
正
幸
 

城
谷
英
之
 

冨
田
昭
市
 

難
波
靖
通
 

議 員 名  
会 議 名  

　10月3日に八千種小学校

体育館で、八千種幼児園家族

運動会が開催されました。 

　家族みんなで玉入れ。楽し

いひとときを過ごしました。 

12月 
 

1 月 
 
 

田原小学校運動会（9月20日） 


